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大阪大学大学院薬学研究科　毒性学分野

東 阪 和 馬

1. は じ め に

大阪大学大学院薬学研究科・薬学部の毒性学分野は，
堤　康央教授が主宰する研究室であり，筆者は2012年
から，堤教授のもとで研究・教育活動に従事していま
す。当研究室では，医薬品・化粧品・食品のみならず，
21世紀テクノロジーで産み出された新規化学物質など
の安全性予測・評価・確保に関する教育・研究に取り組
んでいます。ヒトの健康環境を科学・考究することを通
じて，ヒトの健康確保を担う人材の育成と産官学へ輩出
すること，さらには健全な社会・安全な環境の構築への
貢献，産業界の支援を目指しています。

2. 研究室での生活

大阪大学薬学部の学生は，学部3回生の4月に各研究
室に配属され，長期課題研究と呼ばれる専門教育科目
を6回生の長期課題研究発表会までおよそ4年間取り組
みます。毒性学分野には，2021年に着任した芳賀優弥
助教を含め教員3名，ならびに，本稿執筆時点で大学院
生7名，学部学生18名が所属しています（Fig. 1）。配属
学生がそれぞれ別のテーマを持ち，多岐にわたり研究を
進めていますが，学生は研究テーマごとに大きく2つの
チームに分かれ，チーム内で技術指導や実験協力を行っ
ています。
当研究室では，研究室の教員・学生が全員参加して行
われるセミナーが毎週1回開催されますが，研究室メン
バーの中には，ミャンマーやインドネシア，中国や韓国
からの留学生もいることから，日本語と英語で喧々諤々
と議論をしています。また，大学院生・学部生問わず，
1年に1回以上は学会発表することを目標に掲げ，日本
薬学会をはじめ，日本毒性学会や日本香粧品学会にて成
果報告できるよう日々研究に取り組んでいます。
当分野ホームページでは，研究室での日常風景やイベ
ントでの様子を撮影した写真を掲載していますので，ぜ
ひ一度ご覧下さい（https://dokusei.wixsite.com/toxicology）。

3. 研 究 内 容

毒性学分野では，生態系やヒトへの影響が懸念されて
いるマイクロ・ナノプラスチック，日用品や医薬品などの

身近な分野から半導体などの工業分野に至るまで，幅広
く応用が進んでいるナノマテリアルを対象に，われわれの
身の回りに存在する化学物質の安全性評価研究，および，
安全性確保に資する基盤技術の開発を推進しています。
これら研究の過程で，環境中に存在している種々化学物
質の毒性発現メカニズムの探求や生体が本来兼ね備えて
いる生体防御機構の追究，その解毒法の開発にも取り組ん
でいます。ここでは，誌面の都合上，当研究室で進めてい
る研究内容の中から2つのテーマについて紹介します。

3–1. ナノマテリアルの安全性評価研究
ナノマテリアルとは，少なくとも一次元の大きさが

100 nm以下に制御された人工微粒子であり，高い組織
浸透性など，従来サイズの素材と比較して優れた機能を
有することから，香粧品領域をはじめ，医薬品や食品領
域など，すでにさまざまな産業分野で実用化されていま
す。そのため，老若男女が容易にナノマテリアルに暴
露しうると考えられるものの，ナノマテリアルは粒子サ
イズの違いによる体内動態の変化に起因し，予期せぬ
ハザードを引き起こしうることが懸念されており，「ハ
ザード」と「暴露」の積算で定義される，リスクの理解
が求められています。本観点から，当研究室では，ナノ
マテリアルの安全性評価に際し，物性-動態-ハザードの
連関解析を試みることで，ナノマテリアルの安全性を正
しく理解する，ナノ安全科学研究を推進しています 1–3）。
さらに，これらナノ安全科学研究の結果，安全性に懸念
が生じた場合には，ナノマテリアルの使用を規制するの
みならず，ナノマテリアル暴露に起因したハザード発現
機序の解明やハザードの回避方法を確立し，ナノマテリ
アルを安全に使用できるようにする，ナノ最適デザイン
研究にも展開していきます。
このような背景のなかで，化学物質に対して脆弱な妊
婦や胎児が暴露した際のナノマテリアルの安全性評価研
究は世界的に見ても遅れており，ナノマテリアルの生殖
発生に対する影響とハザード発現機構については，いま
だ理解が十分とは言い難いのが現状です。そこでわれわ
れは現在，これら脆弱な世代に着目し，ナノマテリアル
のリスク解析に資するナノ安全科学研究とナノ最適デザ
イン研究を実施しています 4）。特に，ナノマテリアルに
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